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各ガンマナイフ治療医のコメント
Ø 個⼈的な感覚では脳幹の出⾎病変であってもその治療成績が異常に良好なものに感じ、本当なのかなあ
とやや懐疑的になってしまった。

Ø 治療により出⾎のリスクがかなり減ること（特に既に出⾎の既往のある⼈）が印象的。ただし効果が出
るのが2〜3年後というのはポイントで「今すぐ良くなる治療じゃない」。

Ø 出⾎後のCMはガンマナイフ治療の適応と思っています。低線量で転帰が良いと報告されており、その治
療⽅針での⾃験でも悪い経過ではないと思っています。

Ø CMは低線量でコントロールできるという論⽂を読んでから，脳幹部についてはガンマナイフすることに
しました。治療のタイミングは難しいけれど，出⾎繰り返しスイッチが⼊る前に治療介⼊できたらよい
なあと考えています。CMもまだまだこれからの分野だと思っています。

Ø 脳幹部CMは外科治療の⽴場からは「⼀定脳神経症状が出たものは摘出」となっており、実際そのような
症例は、「（脳幹部表⾯に病巣が近づいているから）それ以上悪くせずに」全摘可能となっています。
ですから、ガンマが活躍できるのは、軽い症状で出⾎を繰り返すCMですね。 

Ø 出⾎病変、脳幹部病変を中⼼に積極的に治療していますが、いずれも特に問題なく経過しています。症
候がよくなるのは治療効果というよりも出⾎からの⾃然回復の過程を⾒ている可能性があると思います。 

【この報告の研究⽬的】
海綿状⾎管腫Angiographically occult vascular malformationsに含まれ
る。海綿状⾎管腫（CM）患者において、症候性病変が出⾎性であるかど
うかに関わらずガンマナイフ治療が症状、出⾎率、および組織病理学的
変化に及ぼす影響を明らかにする。

【この報告の独⾃性】
病変の先天性の性質を考慮し、出⽣時からを観察期間としての年間出⾎
率も⽰した。
ガンマナイフ治療後の外科的摘出例においては、病変の病理学的検討も
⾏なった。
【要点】
ガンマナイフ治療は、有害事象発⽣率が低く、症状のある海綿状⾎管腫
CMの患者における年間出⾎率を低下させ、症状を緩和する効果的な治療
法である。
病理組織学的変化は、ガンマナイフ治療がCMの形態を変化させ、それに
よってCMに伴う症状を緩和し、出⾎率を低下させることができることを
証明している 。
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ガンマナイフ治療により多発性に硬化した
⾎管壁や狭窄した⾎管を認め内腔は
⾎栓化している
（本⽂献よりFIGUREの⼀部を抜粋）
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